
 

 

 

 

 

 

 

 

第 3 章 苫小牧港港湾 BCP における災害想定と被害想定 
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3. 苫小牧港港湾ＢＣＰにおける災害想定と被害想定 

苫小牧港における港湾 BCP を策定するにあたり、備えるべき災害を想定し、発災時の

被害を想定する。 

 

3.1 災害履歴 

これまでに苫小牧港周辺に影響をもたらした地震・津波については､表 3-1 に示すとお

りである。  

表 3-1 苫小牧港周辺の災害履歴 

発生年 地震名 規模 

1952 年 十勝沖地震 M8.2 

1960 年 チリ地震津波 M8.5 

1968 年 十勝沖地震 M7.9 

1993 年 釧路沖地震 M7.5 

1993 年 北海道南西沖地震 M7.8 

2003 年 十勝沖地震 M8.0 

2011 年 東北地方太平洋沖地震 M9.0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  

 

 

 

 

 

 

1952年 十勝沖地震

規模 M8.2

震度 震度6(厚真町)

2003年 十勝沖地震

規模 M8.2

震度 震度５弱(苫小牧)

その他 出光火災

1960年 チリ地震津波

規模 M8.５

津波 3m(厚真町)

2011年 東北地方太平洋沖地震

規模 M9.0

震度
最大震度7(宮城県栗原市)
震度4(苫小牧市)

死傷者 死者・行方不明者 21,613人

住宅 全壊 127,291棟

津波 3.5m(苫小牧市)

1968年 十勝沖地震

規模 M7.9

震度 震度5(苫小牧他)

死傷者 死者 52人､負傷者 330人

住宅 全壊北海道内106戸

津波
苫小牧市1.6m
(えりも町2.7m､)
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3.2 災害想定 

苫小牧港における港湾 BCP を策定するため､苫小牧港周辺で発生が想定される地震及び

津波による大規模災害について整理する｡ 

 

3.2.1 苫小牧港 BCP における地震の想定 

苫小牧港周辺で発生が想定される地震については､以下のとおりとする｡ 

 

(1) 苫小牧港周辺で発生が想定される大規模地震 

 

図 3-1 発生が想定される大規模地震  

内陸活断層型地震 ①：石狩低地東縁断層帯南部地震 

・千歳市から厚真町､日高町の沖合にかけて伏在する東傾斜逆断層｡M7.7 程度以上の地震

が想定されている｡ 

内陸活断層型地震② ： 苫小牧市中心部直下型地震 

・苫小牧市中心部を通る断層による地震が発生すると想定されている｡ 

海溝型地震① ： 三陸沖北部地震 

・近年では､200 年以内に M7.5 以上の地震が３回発生している｡ 

 1856 年(M7.5)､1968 年(M7.9)､1994 年(M7.6) 

⇒ M8 クラスの地震が繰り返し発生している領域と考えられている｡ 

海溝型地震② ： 500 年間隔地震 

・過去約 6,500 年間に 10 数回の巨大津波が発生している｡ 

・根室半島～十勝沖の領域にまたがって繰り返し発生したプレート間地震｡ 

・中央防災会議によれば、M8.6 の超巨大地震が予想されている｡ 

・直近では 17 世紀初めに発生しており､ある程度切迫性があるとみられている｡ 

 内陸活断層型地震① 

 内陸活断層型地震② 

 海溝型地震① 

 海溝型地震② 
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(2) 苫小牧港における地震動のレベル想定 

港湾 BCP では､最悪の事態を想定し､レベルⅡ地震を想定災害とする。想定するレベル

Ⅱ地震動は、東南海・南海地震のような海溝型地震であれ、内陸活断層型地震であれ、対

象地点に対して最も大きい影響をもたらす地震による地震動を用いる。対象地点周辺に活

断層やプレート境界が存在しない場合には M6.5 程度の直下地震による地震動を用いる。 

 

表 3-2 苫小牧港においてレベルⅡ地震動を引き起こすと想定される地震 

対象 地震 想定震度 根拠 

西港区 苫小牧市中心部 

直下型地震(M6.5) 

震度 6 強 土木学会,2000「土木構造物の耐震設計

法等に関する第 3 次提言と解説」 

･日本地震工学会誌 No.12,2010「レベ

ル 2 地震動の評価はなぜシナリオ型地震

動評価に基づくべきか」,野津厚 

東港区 石狩低地東縁断層帯 

南部地震(Ｍ7.7) 

震度 6 強以上  地震調査研究本部 

「石狩低地東縁断層帯南部の地震による

予測震度分布」 

 

 

3.2.2 苫小牧港 BCP における津波の想定 

苫小牧港周辺で発生が想定される津波については､以下のとおりとする。 

 

(1) 苫小牧港における津波レベルの想定 

苫小牧港 BCP では、最悪の事態を想定し、レベルⅡ津波を想定災害とする。想定する

レベルⅡ津波は、住民避難を柱とした総合的防災対策を構築する上で設定する津波、もし

くは超長期にわたる津波堆積物調査や地殻変動の観測等をもとに設定され、発生頻度は極

めて低いものの､発生すれば甚大な被害をもたらす最大クラスの津波とする。 

 

表 3-3 苫小牧港において想定されるレベルⅡ津波(最大クラスの津波) 

・西港区の本港地区港口地点で最大水位 5.8m の津波が来襲 

・東港区浜厚真地区の航路､泊地で最大水位 7.7m の津波が来襲 

・公共埠頭用地では､浸水深最大７ｍ程度 
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(2) 苫小牧港周辺津波ハザードマップ 

 苫小牧港周辺の津波ハザードマップを示す｡なお､拡大したハザードマップについては､

参考資料として添付する｡ 

 

 

西港区

東港区

 

図 3-2 苫小牧港周辺の津波ハザードマップ 
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3.2.3 苫小牧港の災害想定（地震と津波の関係）  

苫小牧港の災害想定として、地震と津波が発生する状況を整理した。 

 

(1) 地震と津波の関係 

想定される地震災害のうち、最悪の事態であるレベルⅡ地震動を引き起こす地震と、想

定される津波の関係は表 3-4 のとおりである｡ 

 

表 3-4 想定地震に伴う津波 

地震の種類 想定地震 想定震度 地震に伴う津波 

海溝型地震 
不明 

(最大規模の津波を引き起こす地震) 
不明 

最大水位 7.7m 

浸水深最大 7m 程度 

断層型地震 
･石狩低地東縁断層帯南部地震(Ｍ7.7) 

･苫小牧市直下型 
震度 6 強以上 発生しない 

 

 

 

(2) 本 BCP で想定される災害ケース 

苫小牧港 BCP では、甚大な地震被害を引き起こす断層型地震の場合、津波被害は発生

しないと想定し、以下 2 ケースの災害ケースを想定した。 

 

表 3-5 本 BCP で想定される災害ケース 

ケース 
被害 

災害想定 
地震 津波 

ケース 1 

海溝型地震 
軽微 甚大 

・規模は最大で Mw8.6 クラス 

・震度 6 未満 

・大津波が発生→最大水位 7.7m､浸水深最大 7ｍ程度 

ケース 2 

断層型地震 
甚大 なし 

・地震は石狩低地東縁断層帯南部､苫小牧市直下型の 

 地震を想定 

・震度 6 強以上 

・津波は発生しない 
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3.3 被害想定 

3.2 で想定した災害ケースに対し、港湾施設の被害を想定する。 

 

3.3.1 地震に対する脆弱性評価結果 

地震に対する岸壁の脆弱性の検討結果については､西港区を図 3-3､東港区を図 3-4 で

示すとおり､耐震強化岸壁では 1.0m 未満の水平変位､その他の脆弱性を検討した岸壁では

1.00～1.70m 前後の水平変位が予想される｡ 

 

(1)西港区 

<想定地震> 直下型地震 

中央北ふ頭1号東岸壁

水平変位 1.6m前後

鉛直変位 0.10m

西ふ頭2号岸壁

水平変位 1.0m前後

鉛直変位 0m

西ふ頭3号岸壁(耐震)

水平変位 0.65ｍ

鉛直変位 -
 

図 3-3 西港区の地震被害想定 

 

(2)東港区 

<想定地震> 石狩低地東縁断層帯南部地震 

中央ふ頭3号岸壁

水平変位 1.5m前後

鉛直変位 0m

その他 ｶﾞﾝﾄﾘｰｸﾚｰﾝの脱輪

中央ふ頭2号岸壁(耐震)

水平変位 0.82ｍ

鉛直変位 -

その他 ｶﾞﾝﾄﾘｰｸﾚｰﾝの脱輪

周文ふ頭2号岸壁

水平変位 1.7m前後

鉛直変位 0m

 

図 3-4 東港区の地震被害想定 
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脆弱性評価の結果､耐震強化岸壁は大規模地震発生時も､継続して使用が可能なものと

考えられ､港湾機能を継続する際､重要な役割を果たすことが可能である｡その他の岸壁に

ついては､何らかの復旧作業が必要になることから､一定期間､利用ができない恐れがある

(表 3-6)｡ 

なお､今回､脆弱性の検討を実施していない岸壁についても､同程度か､それ以上の被害

が発生する恐れがある｡ 

 

表 3-6 災害時の岸壁利用継続について 

 

 耐震強化岸壁 

 1.0m 未満の変位 

 ・耐震強化岸壁は「緊急物資輸送における使用

可否の判断基準」における修復性の判断基準 1.0

ｍを超過せず、大規模地震発生時も軽微な修復

により使用可能 

 その他の岸壁 

 1.7m 前後の変位 

 ・その他の岸壁では､水平変位量が 1.0～1.7ｍ

前後と予想されるため､大規模地震発生時に復

旧が必要 
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3.3.2 津波による浸水被害･流出被害 

津波に対する被害状況は､西港区･東港区ともに 3m 以上の浸水があり､流出被害等が想

定される(図 3-5･図 3-6)。 

なお、今回例示した埠頭以外についても､同様の被害を受ける恐れがある。 

 

(1)西港区 

西ふ頭

浸水深 3～6m
人的被害 8.0％
浸水被害 倉庫等に被害 等

流出被害
シャーシ､自動車､資
機材等が漂流し､一部
は泊地へ流出 等

中央北ふ頭

浸水深 2～4m
人的被害 5.7％
浸水被害 上屋等に被害 等

流出被害
シャーシ､自動車､資機
材､木材などが漂流し､
一部は泊地へ流出 等

 

図 3-5 西港区の津波被害想定 

(2)東港区 

中央ふ頭

浸水深 3～6m
人的被害 8.0％

浸水被害
上屋等に被害｡ｶﾞﾝﾄﾘｰ
ｸﾚｰﾝの電源部が浸水
等

流出被害
コンテナ･資機材等が
漂流し､一部は泊地へ
流出

周文ふ頭

浸水深 3～6m
人的被害 8.0％
浸水被害 上屋等に被害 等

流出被害
シャーシ､自動車､資
機材等が漂流し､一部
は泊地へ流出 等

 

図 3-6 東港区の津波被害想定 


